
AI時代の国家公務員の在り方に関する検討会の開催について

AI技術が急速に進展し、「人とAIの協働」による新たな社会の実現が求められる中、人口減少社会において効果的
かつ効率的な行政を維持し、より一層高度化するためには、公務におけるAIの活用が不可欠。実際に生成AI「源内」
の活用が開始されるなど、国の行政機関においてAIの活用が進行しており、国家公務員の仕事の在り方についても変革
が迫られている。
このため、本検討会において、AI時代における仕事の変化を踏まえ、国家公務員に求められる人材像やスキル、それ
らを踏まえた人材育成方法やマネジメントの在り方等について検討・整理する。
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論点例
・AIが国の行政の業務に与える影響
※公務におけるAIの活用・AIによる代替、人とAIの役割分担など

・AI時代の国家公務員に求められる役割・能力
・AI時代の国家公務員の育成・確保の在り方
・AI時代の国の行政組織における意思決定の在り方

スケジュール
第１回会合を令和８年８月17日（月）に開催。
合計５回程度の開催により、令和９年１月を目途に取り
まとめを目指す。
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